
第40回大会〕

D 107 ir手火ま･tかり被服のイメ- ジ乙還択竹如の椚'気
　　　　省彦簡式翫攻　　　紀　を子

被　服　173

　窟的　プ？･ヅV-i ツめ多^^ｲCとプ･r･/ 5･0 y蜻農が寥●ヽuな・-ttごと･・よ0 . 緩服り

釈・磯呵･･哺す●んﾉt r狸籾も李像^り・tヽ' 5. 若ヽヽ々悍Kヒー^゛J，-1ヴヅvづy 情報
’･/ゝ　y●’n・●u I ゛″‾'゛-　･ly゛’V ゛゛’｀　　”　’y　･V　　－－　　　　　　－
が･ヽ｀か喋降ﾀﾞ,靫嘔澄状･=投立tそれt ヽヽい’* みるK めに，-ｱﾊﾞ/ >･ヨy惰鞭ﾀﾞヽ7 －ぞ

あ^t嫡雛話'iいかf，そ泰七用ヽ・･r ，參ヽヽ々惟^ファ-/ ション,こ闇ず3 反応*部罹ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ-，　　　　　　･･-.－　　　ji･J--f　‾'゜'｀'|･｀"'‾　　'●　s●　－'･-　　　・　r･
t ヒ･nir.，哨一被斡庫にれま喋鮮度ぺ驀哨r. りvv < ダンケ一ト綱資を行ヽヽ，加接々りー状

5 れ仁ヂザ/ ツやきお，4好和秤価殖リ蘭'd･いツ・･^ 分柊，雨れ> より卜被服捉

釘への稽^i^ ありぞ*考察t.^，
　さ斌　;n防坏／～zf

にっヽべ参粉昶1れf=。くV^ヽヽ々作萱僻象に訟柑弧いもﾁﾞ禰稿郎パヽ・, 可刊雑恥「

μj /畑茸i月号i≪賓粁とむち冰りμ－イメージの外參＼t明t^闇達す%服輩，如f

な服，Jiiヽ,引m，日澪盾和服，々榔一にｸﾍﾞ貫出暫vヽ良現v,や^|@ tにヽヽ引暇d
髪<fゆJr./^靫暫膠l，困手心ヽ櫛，ダウリ- 漸釈忿行っtc．＠%i/^為･ほ，ま堵矛ｲt. §装

^^t, t繊に･ﾌヽヽt安閑^何ヽ.^ffl^奈何，クﾗ% タ- 今前Iけ') 靫%ｲじを行・ﾌ邨，I ''.

a〉ヒ＠め闇^ にりぺ　枡席察列^j^仁。

　昶基　ヴァヽヽノシｇン

t
軋服製りーヅ，着装鰐皮のクいダー分何１糎ヽヽ教訓い試

みｸルーブり苛叡咆朗碓いrこいろ, 4･ﾌのﾀ’･ﾚ一ﾌﾟ’がみ;め!ﾀ池たが，本被験奮の^

い々性ゆ，プダヅyヨッに摩味'^もち，淮秤'^vす敏奮r渇§か葦嘔秤躬rま叙4岑いむ

ヽヽ堅f^fリ向'i鋒･・< い? こを*’明らやヽにすf-,菅。

D 108 男性の衣服に対する意識と行動
椙山女学園大家政　○山本純子　加藤雪枝

　目的　近年男性のファッションに対する関心が高まってきている．本研究では若い男性の衣
服に対する考え方や日常の生活行動を把握し，さらに学生と社会人との相違を検討することに
よって現代の若い男性にとって衣服が果次す社会や生活での役割，個人にとっての意味を明ら

かにすることを目的とした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ
　方法　名古屋市近辺に住む18～29歳の男子大学生244名，社会人163名の計407名を対象に
昭和62年５～６月，配票留置法によるアンケート調査を行った．調査内容は基本属性，衣生活
全般にわたる意識と行動についてそれぞれ31項目，ファッション／美容，インテリア，レジャ
ーなどの日常関心事について質問項目を設定した．これらを単純集計し，因子分析，正準相関
分析，クラスター分析によって，若い男性の衣服に対する意識と行動の関連を検討した．さら
にこれらの差異をもとに対象者をいくつかのグループに分類し，タイプ別の意識，行動特性を

明らかにした．
　結果　男性の衣服に対する意識と行動がどのような因子から構成されているかを因子分析結
果より検討し，両者を比較すると学生は他者依存性が強く社会人は対人的外観を重視するとい
う違いが見られたが行動面ではほぽ一致していた．意識と行動の関連をみると，学生の場合男
性的魅力を重視するものは同時に経済性にも重きを置き，自己中心的な志向を持ちながら社会
的な自己主張をしないという傾向が，一方社会人では自己中心的でないものは比較的流行には
関心がなく，また男性的魅力に欠け他者を意識する者は同調性が強く没個性的であるという傾
向が見られた．クラスター分析の結果，学生，社会人共に全体の８割以上を占めるグループが
抽出され，それぞれによって若い男性の衣服に対する意識が代表される．


